
「これからのコミュニティ施策の基本的考え方」に基づく取組 全体総括について  
 

項目 これまでの主な取組 今後の方向性案 概要 いただいた御意⾒（抜粋） 
地域レベルの新たなしく
み 

・まちのひろばの⾒える
化 

・仕組みづくり 

・⾒える化の更なる推進 
・ターゲットと効果的な手法

の検討 
・「公共施設の地域化」に向け

た職員意識改⾰ 

・「まちのひろば」が⾒える化され、地域の⼈がそれを⾒て、閉じこもらずに活動に出ていこうかなというきっかけになる。 
・公共施設の使い⽅⾃体を地域で決めれると更に良くなる。 
・気持ちを耕すという⼈材育成の視点を持つことが大事。 
・担い手になった時に、悩みをもみほぐす場のようなものがあると、活動の担い手が増えていくのではないか。 
・公的な「まちのひろば」を⾒える化する⼀⽅、勝手に活動している「まちのひろば」が広がるような仕掛けも⾯⽩い。 
・他者の傾聴や承認、励ましがあることでアクションに移れる層がいる。 
・今は活動していない層もターゲットにしていくと良いのではないか。 

区域レベルの新たなしく
み 

・SDC の創出及び運営に
向けた取組 

・地域デザイン会議の試
⾏ 

・創出及び運営支援に向けた
取組の継続 

・地域デザイン会議の試⾏及
び検証、本格実施 

【SDC について】 
・⾏政が絡むことの意味合いや、市⺠の担い手がどのように受け⽌め前向きにやっていけるか、⾒えてくると良い。 
・⾏政が SDC というスキームに参加する、そこを⽬指していく。従来の⾏政参加（市⺠が⾏政に参加する）と意味が違う。 
・スタートアップで⼀番大切な支援は、ソーシャルデザインとは何か、みんなで共通の認識を持てるようにすること。その中から具体的な姿が⽴ち上がっ

てくる。そのファシリテートが⾏政の役割。 
・SDC の可能性は、誰が⼊っても構わないこと。⼈的な流動性があること。 
・⽣きることそのものを楽しんだり、⾃分が当事者となり周りを巻き込んで解決しようという市⺠の声をどう拾うかという時に、SDC がある。 
・SDC の価値は、現場で市⺠が話し合い⾔語化されていくもの。最終的に７つの SDC が互いに学び合えるネットワークを作ることが大事。 
・試しでやるのは大事で、やってみたらこういうことだったのかと分かる。その上で、⾏政が関わる以上、市⺠にとってどういう意味があるのか議論する

ことが大事で、そこから資⾦をどうするのか、政策化するかなど話が進むかどうかが、役所としてどう SDC に関わるかということにつながる。 
・ソーシャルデザインは「外連（けれん）」。⾯⽩いことや楽しいこと、変わったことをやっている⼈達をある意味呼び寄せひきつける。 
・継続的な運営には、どうあるべきか語り続ける機能が必要。マンネリ化せず、常に開かれているという意味でも大事。 
・安定性のある機能がないと、開かれていても何も進まないとなりかねない。理事やスタッフはボランタリーとしても、事務局という機能は⼀定程度イン

センティブを含めて、仕事ができる機能を取り付ける必要があるのでは。 
・できれば上手くデザインをして、市⺠の⽅々から事務局となる⼈がでてくる、そして変わっていくことが必要。語り続ける機能と、事務局の絶妙な設計

というのが、SDC がうまくいくためのこだわりポイントだと思う。 
・資⾦や場の話は、SDC の価値の⾔語化や⽬指すものなどの議論の中で出てくるもの。それありきで⼊ってしまうと、結局既存の枠組みの中でどうする

かという話に落ちてしまう。何をどのようにやっていくのかが先にあってその後に手法や手段を考えた⽅がよい。 
【地域デザイン会議について】 
・⾃治基本条例上の区⺠会議は区⺠が参加する会議を総称した⾔葉と理解すれば、現状の地域デザイン会議も区⺠会議とみなせる。 

地域レベルと区域レベル
における「新たなしくみ」
とその関係性について 

同上 同上  

既存施策の⽅向性 ・まちづくり推進組織、
区⺠活動支援コーナ
ー等、市⺠提案型事業
等の整理検討 

・SDC との機能分担等、引き
続き整理検討を⾏う 

・これまでの施策のどんな課題が SDC の創出や運営によりどのようにいい⽅向に変わっていくのか出せると良い。 
・健康な段階である創出期から踊り場に⾄り停滞していく大きな理由は、⼈的な流動性、世代間継承が失われたこと。 
・これまでは提案させて「お⾦をつけてあげるよ」というベクトルから市⺠が勝手にやっているものに⾏政が「政策にさせてください」と発想を変えてい

く必要がある。 
町内会・⾃治会等、住⺠⾃
治組織に関する新たな取
組の⽅向性 

・こども町会⻑、活動応
援補助⾦の創設、電⼦
化媒体活用促進業務、
依頼ガイドライン 

         等 

・補助⾦好事例の横展開等個
別支援の強化 

・⼀括配送等負担軽減策の推進 
・補助制度の⾒直し等市⺠創

発に向けた⾒直しの検討 
・マンション好事例の共有 等 

・負担軽減については将来に向けて減らすことが大事で、軽減を⾒える化することで庁内的な抑⽌になる。 
・⾏政と町内会が向き合って話すことで施策が更に進むと思う。 
・従来から町内会が取り組んでいる防災や防犯といった事柄に加え、⼦育てや⼈権、環境、障がい者の支援といった、同じ地域で取り組む他の団体と取り

組むことで、町内会の活動も広がり、加⼊促進にもつながるのではないか。 
・補助⾦を受けることをきっかけに町内会と組織外の⼈が連携する取組が広がるとよい。 
・町内会は地域社会を捕捉する機能を持っており、他の団体が強みとするサービスを提供する機能と双⽅をミックスさせることで市⺠創発につながり、

地域のステークホルダーとして機能を果たせるのではないか。 
市域レベルの「新たなしく
み」の今後の⽅向性 

・市⺠活動センターの各
種取組 

・中間支援ネットワーク
連絡会議の実施 等 

・ニーズを踏まえた取組の推進 
・SDC との連携に向けた検討 
・市域レベルのネットワーク

の更なる構築 

 

⾏政スタイルや組織のあ
り⽅ 

・地域化、地域デザイン
会議の試⾏等 再掲 

  

職員の意識改⾰や⼈材育
成等 

・まちのひろば職員プロ
ジェクト等 

・研修の企画実施。  
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川崎市コミュニティ施策検証有識者会議での御意⾒ まとめ 
 

会議 テーマ これまでの主な取組 今後の方向性案 概要 主な御意見 

第 1 回 
8/22 

「 ま ち の ひ ろ
ば」の創出の取
組 

・まちのひろばの見
える化 

・仕組みづくり 

・見える化の更なる推進 
・ターゲットと効果的な

手法の検討 
・「公共施設の地域化」に

向けた職員意識改革 

・「まちのひろば」が見える化が進んでいることは素晴らしく、多種多様な「まちのひろば」が一覧化されることで、地域の人がそれを見て、閉じこもらずに活動に出
ていこうかなというきっかけになる。 

・公共施設の使い方自体を地域で決めれると更に良くなる。 
・気持ちを耕すという人材育成の視点を持つことが大事。 
・担い手になった時に、悩みをもみほぐす場のようなものがあると、活動の担い手が増えていくのではないか。 
・公的な「まちのひろば」を見える化する一方、勝手に活動している「まちのひろば」が広がるような仕掛けも面白い。 
・今は活動していない層もターゲットにしていくと良いのではないか。 
・他者の傾聴や承認、励ましがあることでアクションに移れる層がいる。 

町内会・自治会
支援の取組 

・こども町会⻑、活動
応援補助金の創設、
電子化媒体活用促
進業務、依頼ガイド
ライン 

            
等 

・補助金好事例の横展開
等個別支援の強化 

・一括配送等負担軽減策
の推進 

・補助制度の見直し等市
⺠創発に向けた見直
しの検討    等 

・負担軽減については将来に向けて減らすことが大事で、軽減を見える化することで庁内的な抑止になる。 
・行政と町内会が向き合って話すことで施策が更に進むと思う。 
・従来から町内会が取り組んでいる防災や防犯といった事柄に加え、子育てや人権、環境、障がい者の支援といった、同じ地域で取り組む他の団体と取り組むことで、

町内会の活動も広がり、加入促進にもつながるのではないか。 
・補助金を受けることをきっかけに町内会と組織外の人が連携する取組が広がるとよい。 
・町内会は地域社会を捕捉する機能を持っており、他の団体が強みとするサービスを提供する機能と双方をミックスさせることで市⺠創発につながり、地域のステー

クホルダーとして機能を果たせるのではないか。 

第 2 回 
10/16 

区域レベルの新
たなしくみ 

・SDC の創出及び運
営に向けた取組 

・地域デザイン会議
の試行 

・まちづくり推進組
織、区⺠活動支援コ
ーナー等、市⺠提案
型事業等の整理検
討 

・創出及び運営支援に向
けた取組の継続 

・地域デザイン会議の試
行及び検証、本格実施 

・SDC との機能分担等、
引き続き整理検討を
行う 

【SDC について】 
・行政が SDC というスキームに参加する、そこを⽬指していく。従来の行政参加（市⺠が行政に参加する）と意味が違う。 
・SDC の価値は、現場で市⺠が話し合い⾔語化されていくもの。最終的に７つの SDC が互いに学び合えるネットワークを作ることが大事。 
・試しでやるのは大事で、やってみたらこういうことだったのかと分かる。その上で、行政が関わる以上、市⺠にとってどういう意味があるのか議論することが大事

で、そこから資金をどうするのか、政策化するかなど話が進むかどうかが、役所としてどう SDC に関わるかということにつながる。 
・ソーシャルデザインは「外連（けれん）」。面白いことや楽しいこと、変わったことをやっている人達をある意味呼び寄せひきつける。 
・継続的な運営には、どうあるべきか語り続ける機能が必要。マンネリ化せず、常に開かれているという意味でも大事。 
・安定性ある機能が必要で。理事やスタッフはボランタリーとしても、事務局機能は一定程度インセンティブを含め、仕事ができる機能を有する必要があるのでは。 
【地域デザイン会議について】 
・自治基本条例上の区⺠会議は区⺠が参加する会議を総称した⾔葉と理解すれば、現状の地域デザイン会議も区⺠会議とみなせる。 
【既存施策の方向性】 
・これまでは提案させ「お金をつけてあげるよ」という考えから、市⺠が勝手にやっているものに行政が「政策にさせてください」と発想を変えていく必要がある。 
・これまでの施策のどんな課題が SDC の創出や運営によりどのようにいい方向に変わっていくのか出せると良い。 
・健康な段階である創出期から踊り場に至り停滞していく大きな理由は、人的な流動性、世代間継承が失われたこと。 

第 3 回 
11/6 

市域レベルの取
組 

・市⺠活動センター
の各種取組  等 

・ニーズを踏まえた取組
の推進 

・SDC との連携に向けた
検討      等 

・コロナ禍を踏まえ、既存の団体の再起動に向けた支援と、新たな団体の掘り起こしが今後大事である。 
・時代の変化に伴い市⺠活動支援の在り方も変わる。現在は個人としての活動や市⺠活動だと思わないで市⺠活動を行っている方が増えている。こうした時代の変化

に伴い市⺠活動支援の在り方も考えていく必要があるし、自分たちの守備範囲を囲い過ぎないことも必要である。 
・育成に関しては、地域で行われている個人の小さな活動と、今後、NPO や社団法人等に育てていくべき活動と二つに分けて考える必要がある。 
・区域レベルのカバーする SDC との連携は重要で、今後具体化させていくことが求められる。 
・市⺠活動センターの強みは現場性があることだと思うが、その強みを上手くいかしてアウトリーチ的なニーズの把握も必要ではないか。 

マンションコミ
ュニティ等に関
する取組 

・新規マンションへ
のアプロ―チ等 

・マンション好事例の共有 
等 

・マンションにおいて「コミュニティがあることの良さ」を上手く説明できるとよい。 
・管理組合ベース、マンション内でのコミュニティ作りに注力するより、地域の中でどのようなコミュニティが形成されるかを考えるのが重要である。 
・事例を共有するのであれば、その好事例に関わった方の想いを上手く掲載するのが効果的で、そうでないと「うちのマンションでは必要ない」と捉えられてしまう。 

市⺠創発に呼応
する行政のあり
方に関する取組 

・まちのひろば職員
プロジェクト等 

・チャレンジする職員の
育成等の研修の企画
実施。 

・地域活動や市⺠活動を盛り上げていくことに対する意義を組織として共有できるとよい。行政の事業の中でもインフラ整備や医療福祉と同じく大事な事業。 
・将来期待されているような人が必ず地域に出るような仕組みであるとか、地域と一緒に歩んで自らのキャリアにできるような仕組みがあるとよい。 
・市⺠創発をひろげていくために、市⺠のつぶやきを拾って、職員自⾝がチャレンジしていくことに対してもっと評価できる仕組みがあるとよい。 

全体総括   ・これまで頼りにしていた家族の機能が失われていく一方で、個人での活動が昔より広がっており、行政の手が入らずにおもしろい活動は沢山生まれているし、行政
の手が届かない部分にリーチしている取組がある。その中で、SDC の取組は、これまで行政が施策にできなかった、市⺠の小さなつぶやきを拾うような場であり、
「役にたたない」というような批判にも公然と打ち返せる場になるとよい。 

・次の 10 年を見据えたときにどれだけ社会参加を作れるか、どうやって活動を作っていくための下支えができるかが大事。行政サービスで住⺠を豊にするのではな
く、住⺠同⼠のつながりをコーディネートすることで、社会参加と活動づくりを支援し、住⺠のウェルビーイングを⾼めていくことが大事。同時に社会参加や活動
の増加による効用や価値を学術的にも可視化して示していくことは必要。 

・今後は「行政もまちの一員」というスタンスによりなってくるのだと思う。行政の中だけではない部分をいかに巻き込み職員を育てていくかが大事。 
・居場所を作るということは「自分が一員である」という感覚を作ることにつながる。⾝近なところで居場所や社会参加ができると、市に対する一員感が育ってくる 

 

令和 4 年 11 月 25 日 
協 働 ・ 連 携 推 進 課 
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  開催日時 2022(令和４)年 12 ⽉ 11 ⽇(⽇) 14:00〜17:00 
  開催場所 川崎市総合⾃治会館大会議室 
  参 加 者 77 名 他 24 名(事務局、登壇者等) 計 101 名 
  内 容  

≪前半︓SDC リレートーク≫ 
●オープニングトーク〜SDC に期待すること〜 【中村陽⼀ ⽴教大学名誉教授】 
   ・ソーシャルデザインとは、社会をデザインするという観点であるが、社会の状況に合わせて

時代によって発展性を持つものにしていくため、社会デザイン学会では、あえて定義づけは
していない。 

・「ソーシャルデザイン」とは様々な関係性の調整⾏為であるので、ＳＤＣでも⼈と⼈や⼈と
組織、地域など関係性を編み直してちゃんと活かすようにすることを期待したい。「従来の
まちづくりってこうだよね」にとらわれず、「こんな場になったらいいよね」を開かれた場
で検討しながら、進めていくとよいと思う。 

●7 区 SDC について（現状とこれまでのプロセス）【協働・連携推進課⻑・CSO】 

●市⺠⾃治の視点から SDC を語る【⼩島聡 法政大学⼈間環境学部教授】 
・川崎市の「⾃治基本条例」は、⼈々の⾃治的な営み、対等な関係で市を運営していこうと 

いうことが書かれており、コミュニティを尊重している。ＳＤＣは、⾃治基本条例が根底  
にある。 

・「バタフライエフェクト（蝶の⽻ばたきが大きな変化を起こす）」のように、例えばこど 
も食堂 は⼀つの活動から始まり、現在は 6000 を超える活動に広がった。このように皆 
さんの活動が「世界を変えるかもしれない」。SDC は「かもしれない」を⽬指す夢や想い 
を持った⼈達が集まる場なのかと思う。 

●副市⻑あいさつ    
  

 ≪休憩・各区ポスターセッション≫ 
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 ≪後半︓SDC トークセッション≫ 
●トークセッション【有識者会議委員 5 名】『希望のシナリオ』実現に向けて〜SDC の果たす役割〜 
 ・中村委員 ・連続的な越境型学習が必要（⾃分のいる場所や分野を越えていく） 
           ・課題解決というより、課題の発掘や発⾒、共有を大事に 
       ・⾏政が関わることの意味を、市⺠の⽬線から出していく 

 ・⼩島委員 ・⾏政に踊らされず、市⺠が踊る、踊り手を育てる 
       ・SDC だけで全て抱えてやろうとするのではなく、地域にあふれさせていく 
       ・理解されないことも大事、気にせず続ける鈍感⼒とまちで起きていることに気づ

いていく敏感⼒、併せ持つことが大事 

 ・呉委員  ・⼈と気持ちを耕し盛り上げていくことと、予算・場所・事務局など、閉じたつな
がりにならないようにバランスや塩梅が大事 

         ・やめる、離れることを許容できる環境は⼩さなチャレンジがしやすい 

 ・橘委員  ・⽴場や活動内容が違う⼈同⼠がつながる場に 
       ・「楽しい」が広がる関係づくり 
       ・何度も作り直す仕組みを 
       ・上手くいかなくてもやめられる状況で実験的に始める 

 ・後藤委員 ・嬉しい×共感を育む（今の地域はお互い様になりきっていない、近所で気軽 
に話せる地域になることを期待している） 

 
■アンケート結果（回答者 42 名） 
 

Ｑ プログラム前半の満⾜度 
理由 
・色々な取組を知ることができた 
・基本的な SDC ってなに︖という話からちょっと深   

いところまで幅広くて楽しかった 
・SDC の現状、取組を知れた 
・第三者からみた SDC の評価よかったです。各区  

の SDC を運営の⽅のお話も聞きたかったです 
・知⾒のある⽅々の話と各区の取組の現状が知れた 
・ちょっと詰め込みすぎな印象を受けました 

 
 

Ｑ ポスターセッションの満⾜度 
理由 
・色々な意⾒を聞くことができた 
・⼈が⽴っていると⾃然と会話することができるので、話し始め

やすかった 
・参加者の交流の場になっていた 
・各区の様⼦がわかりました。共通のフォーマットで⼀覧にして

くれるとパッとみて理解できるとも思いました 
・きちんとツアー時間があるとよかったかも 
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Ｑ プログラム後半の満⾜度 

理由 
・最後のトークセッションが時間が⾜りなくて残念 
・スケッチブックがわかりやすくてよかった 
・多様な考えや意⾒を多様な⽅向性から考えることができた 
・他市、地域の事例が知れて、とても学びになった 
・先⽣⽅の「話したいこと」が私の「聞きたいこと」とオーバー

ラップしていたので前向きな話だけでなく、アドバイスもあっ
て良かった 

・話の中に色々なヒントがあり、背中を押してもらった気がする 
 
 
 

Ｑ 本⽇のイベントを通じた SDC に対する意識の変化 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｑ 本⽇の感想 
 
 
 

Ｑ 当⽇の感想 
・SDC の活動の⽅向性の確認ができました。ありがとうございます。 
・失敗を恐れず、まちづくりをしていきたいと思った。 
・広い知識を持った⽅々の興味深いお話を聞くことができ、良い機会となりました 
・SDC に必要な機能やコーディネートの手法、スピンアウトの仕⽅などもう少し知りたい。 
・SDC の理解を深めることができました。SDC は１つのまちづくりとして、交流の場つくり。こ

の交流の場があることによって課題の発掘や意⾒交換ができていると思いました。継続してい
けば、地域の横のつながりが増え、⼀⼈⼀⼈が楽しく⽣活することにつながると思います。 

・SDC の取組、7 区の特徴がとてもよくわかりました。取組がまだ始まったばかりですが、多摩
区のイベントなどは興味があり、実施主体が知れてよかったです。 

・情報量が多くて、⾃分の頭の中で渋滞してました。まちの⼈と創って⾏く、答えのない SDC と
はわかってましたが、SDC の運営メンバーとして、まちの⽅とどのように関わりを深めていく
かという視点で“学び”が多かったです。 
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令和 4年度 

「これからのコミュニティ施策の基本的考え方」に基づく取組の検証 

報告書 

令和 5(2023)年 3 月 

 

川崎市市民文化局 コミュニティ推進部 協働・連携推進課 

TEL 044-200-1986  FAX 044-200-3800 

E-mail 25kyodo@city.kawasaki.jp 
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